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以下の 4箇所について訂正を指示した．
(1) Chapter 1: Introduction, Section 1.1: Background（本文 1ページ）
(2) Chapter 5: Axioms for Immediate Acceptance, Section 5.1: Introduction（本文 57
ページ）
(3) Chapter 5: Axioms for Immediate Acceptance, Section 5.1: Introduction（本文 58
ページ）
(4) Chapter 7: Axioms for Random Assignment, 7.1 Introduction, 7.1.1: Related
Literatures（本文 75 ページ）
訂正の内容はいずれも記述の修正である．
上述の箇所(1)-(4)について訂正を指示した理由は，各々以下の通りである．
(1) Roth and Shapley (2012), “Stable Allocations and the Practice of Market Design”
にあるものとほぼ同様の言い回しが用いられている箇所が存在したため．
(2) Sönmez and Ünver (2009),“Matching, Allocation, and Exchange of Discrete Resources”
にあるものと同様の言い回しが散見されるため．
(3) Afacan (2013),“Alternative characterizations of Boston mechanism”にあるもの
と同様の言い回しが散見されるため
(4) Budish et al (2013), “ Designing Random Allocation Mechanisms: Theory and
Applications” にあるものと同様の言い回しが散見されるため
これらの文献はいずれも，本博士論文の本文中あるいは巻末の引用文献リストに参考文献とし
て明示されている．これらの箇所はいずれも論文の根幹に関わるものではなく，あくまでも英
語の言い回しが参考にされたものであり，部分的にとはいえ表現を独自のものに改めようとす
る努力の跡が確認された．
本博士論文の根幹部分については，その独自性は明らかであり，国際的に評価の高い査読誌
にも掲載されたものを基に執筆されている．英語表現が類似した箇所の分量も少なく，仮に訂
正をしなかったとしても問題のない程度ではあったが，読者の誤解を最大限避けるために，表
現を訂正することがより望ましいと判断された．
